
このままではまちが無くなる！
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望む暮らしと、進みつつある復興事業に少なからず隔たりが生じている。
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44回回回回回回回回「「「「「33.......111111東日本本大震災から高知は学ぶぶ」シンポジウム

【【日時時】】２０１５年年２月２８日日 ((土土土土土土)】２０１５年年２２月２８
１３：００～１７：００

【【場所所】】中土佐町民交流会館 高岡郡郡中土佐町久礼礼658484-4-1
◎◎◎◎◎◎ 事前申し込みは不要です。どなたでもご参加ください。

≪≪主 ≫ 公益社団法人 高知県県自治研究究センター ☎☎ 08888-8-8222222-2-6460

こののままままままままままではまちちががががががががが無くなる！！

「災害と自治」

[[入場無 ]
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沼 田 良 （ぬまた まこと） さん 東洋大学法学部・同大学院法学研究科教授
1950年生まれ。
中央大学法学部・同大学院から、国立国会図書館・作新学院大学を経て、現職。
専攻は行政学、地方自治論。
論文に、
「大災害時における政治・行政・自治体のあり方－自治基本条例の意義を転換する
（自治総研2011年12月）」
「地域再生への視点－開発型思考からの脱却（法学新報2011年09月）」
「地域再生とまちづくり（作新総合政策研究2010年03月）」 など。

阿 部 晃 成 （あべ あきなり） さん 雄勝町の雄勝地区を考える会 事務局
1988年宮城県雄勝町（現石巻市雄勝町）生まれ。
雄勝町で生まれ育ち、東日本大震災時に、一家七人全員で雄勝湾を一晩漂流し
九死に一生を得る。
その経験もあり震災後、雄勝町の震災復興まちづくり協議会に参加、
住民が自らの復興を考え行政に提案する目的で雄勝町の雄勝地区を考える会を結成。
しかし、考える会の運営が難航し、「このままではまちが無くなる！」 と危機感を覚え、
阪神・淡路大震災の経験を聞くため神戸に行き、宮定さんと出会う。
結局、復興案は変わらず、従前の3割しか住民が戻らない故郷でこれからどう頑張ろうと、どうしてこうなって
しまったのかと考える日々を送っている。

宮 定 章 （みやさだ あきら） さん 認定NPO法人 まち・コミュニケーション代表理事、博士（工学）
1975年兵庫県西宮市生まれ。
大阪大学大学院工学研究科卒業。
阪神・淡路大震災で、8割が焼失する被害を受けた神戸市長田区御蔵地区の
「一人でも多くの人を元のまちに戻そう」と復興まちづくりを支援するまち・コミュニケーション
のメンバーに参加し、住民参加のまちづくりのコーディネート（2000年）。
2003年防災功労者内閣総理大臣賞受賞。
2012年には、大規模災害後、従前居住者の地区内再建の難しさを、現場だけでは
解決できないと分析し、神戸大学大学院自然科学研究科にて、博士論文として執筆。
2012年2月、地域存続の危機感を抱いた阿部さんと神戸で出会う。
「これまでの知見が活かせないか」と、東日本大震災による津波により甚大な被害を受けた石巻市雄勝町にて、
月の20日を滞在し、住民の地域生活を感じ、学びながら、復興事業が完了しても人口が震災前の30%になる
地区の持続的な運営をどうすればよいか模索中。

が自らの復興を考え行政に提案する目的で雄勝町の雄勝地区を考える会を結成。


